
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．滋賀県と戦争 

   年表１９３１．９～１９４１．１０ 

１．地図にみる滋賀県の人びとの戦場 

３．滋賀県と戦争 

   年表１９４１．１２～１９４５．８．１５ 

貸し出しパネル Ｂセット 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．戦争の被害と滋賀県の人びと 

 

この戦争で亡くなった日本軍の人たちは、行方不明

者もふくめて約２３０万人といわれています。そのう

ち、約３万２６００人が滋賀県の人たちです。なかで

も、フィルピン、中国、インド、タイ、ミャンマー、

ニューギニア島周辺、沖縄は、激しい戦いがあったと

ころで、多くの人たちが亡くなりました。 

 

  また、戦場となった東アジア・東南アジアの国々で

は、２０００万以上の軍人や一般市民が犠牲になった

といわれています。 

５．ふるさとを離れて－戦地の人びと 

 

戦争が起こると、多くの男性には、軍隊に入る

ようにという書類（召集令状）が届き、やがては

戦地（戦争が行われている場所）へと行かなけれ

ばなりませんでした。 結婚して子どもがいる人た

ちにも召集令状は届きました。長い戦争の間、何

度も召集令状が届き、そのたびに戦地へ行った人

たちもいました。家族や地域の人たちに見送られ、

それぞれの暮らす地域から出かけていきました。 

６．ふるさとを離れて－少年たちの戦場 

 

 男性は２０歳になると、兵士として適しているかど

うか調べる徴兵検査を受け、合格者のなかから選ばれ

ると軍隊に入らなければなりませんでした。もっと若

くして軍隊に入ることを希望する人たちには志願兵と

いう制度がありました。いまの中国の東北部に日本軍

が中心となってつくった「満州国」には、土地を耕し

て農業をしながら、兵士として国境などを守るために

志願して出かけていった満蒙開拓青少年義勇軍（満州

開拓青少年義勇隊）の少年たちがいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．ふるさとを離れて－帰れなかった人びと 

 

戦場では、ひとたび爆撃や銃撃があると、多く

の人がケガをしたり、命を落としたりしました。

また、十分な食べ物や薬がないところでは、病気

のために亡くなる人たちもいました。戦争が終わ

って、日本に帰ることができても、戦場で受けた

傷や病気で苦しむ人たちもいました。そのなかに

は、ふるさとに帰り着く前に、帰りの船や上陸し

た近くの病院で亡くなる人もいました。 

８．「召集令状」を届けて－兵事係という仕事 

 

 戦前の日本の男性には、およそ２０歳から４０歳

（昭和１８（１９４３）年からは４５歳）まで、国

（軍隊）が命令すれば軍隊に入らなければならない

という「兵役の義務」がありました。 市町村の役

場には、「兵事係（主任）」という仕事がありました。 

９．東近江の若者と戦争 

 

 八日市中学（今の八日市高校）の生徒の中には、

八日市飛行場の八日市陸軍航空分廠（飛行機の整

備や修理をする工場）で昭和 19(1944)年から戦

争が終わるまで働いていた若者がいました。東近

江市出身の若者の中には、海軍に志願し航空隊に

入隊した人がいました。台湾やフィリピンで亡く

なりました。爆弾を積んだ飛行機で体当たり攻撃

し（特攻）、戦死した人もいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．子どもたちの空襲体験 

   

１１．私たちは７月 24日のことを忘れない  

―空襲と御園の子どもたち 

 

昭和 20(1945)年の東近江市の御園小学校での

できごとです。その頃、小学校は国民学校といっ

ていました。それは、７月 24日、夏休みの前日の

ほんの３０分間の空からの攻撃（空襲）でした。 

空襲を体験した御園国民学校の子どもたちは、そ

の日のことを決して忘れることはできません。 

１２．子どもたちが描いた戦争 

－戦争のころの絵と日記 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３．「少国民」とよばれた子どもたち 

 

昭和１６（１９４１）年４月、小学校は「国民学校」

という名前にかわり、子どもたちは「少国民」とよば

れるようになりました。それには、子どもたちは小さ

くても立派な国民で、戦争に協力しなければならない

という意味がこめられていました。 

  そのころ、おやつはもちろん、食べ物は不足してい

ました。くつや服、教科書やノートなども十分ではあ

りませんでした。子どもたちはいろいろなことをがま

んしながら過ごしていました。 

１４．学童疎開 

－甲南町へやってきた大阪の子どもたち 

   

昭和１９（１９４４）年８月３１日から９月１日

にかけて、空襲がせまった大阪市内から、滋賀県に

大阪市内の小学生約１万１千人がやってきました

（「学童（集団）疎開」といいました）。 

  ９月１日、いまの甲賀市甲南町へは、大阪市立稲

荷国民学校４年生が疎開してきました。集団で生活

しながら南杣国民学校（いまの甲南第二小学校）へ

通っていました。 

 

１５．滋賀県の空襲被害のようす 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６．変わるくらし－「銃後」とよばれて 

 

 地域では、米や麦・イモなどをたくさんつくっ

て国に出さなければならない「供出」や、戦地に

行く兵士の見送り、「空襲」（敵の飛行機による攻

撃）に備えた防空演習（火を消したり、ケガ人を

手当てしたりする訓練）、国内が戦場になったとき

に備えて竹やりで敵をたおすための訓練などが行

われました。こうした戦争を支える地域や人びと

は「銃後」とよばれ、その中心は女性たちでした。 

１７．はたらく中高生－学徒勤労動員 

 

戦争が長びくと、多くの男性が兵士として戦場に

行ったため、働く人たちが不足してきました。その

ため、今の中学生や高校生の年齢の生徒たちは、授

業の合間、働き手の男性が戦地へ行った家族のもと

で、稲刈りなどを手伝うようになりました。やがて、

生徒たちは、学校の授業をやめて、琵琶湖の干拓の

作業や兵器をつくる工場などで働かなければなら

なくなりました。 

１８．飛行場のまち八日市 

 

 江戸時代から八日市ではタタミ百畳くらいの

大凧が沖野ヶ原であげられていました。そこに大

正４（１９１５）年、民間の飛行場が建設されま

した。 

  その後、八日市飛行場は陸軍の飛行場となり、

戦争中は、多くの部隊が戦地へと向かいました。

敵の飛行機などに体当たり攻撃する特攻隊の訓

練も行われました。 戦争の終わりごろには、飛

行場に対して空襲がたびたびありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９．変わるくらし－金属供出と代用品 

 

 戦争が続いていくと、鉄砲や弾など兵器をつく

る材料となる鉄や銅などの金属が不足してきまし

た。そこで、国は鉄などでできたナベやアイロン

などの家庭用品やお寺の鐘などを出すようにとい

う命令を出しました。それを「金属供出」といい

ました。 

 

  人びとは、陶器やアルミなどでつくられた「代

用品」を代わりに使うようになりました。 

 

  信楽では陶器製の「地雷」や「手榴弾」という

兵器をつくるようになりました。 
２０．デンシャミチヤ、イケへアソビニ 

行ッテハイケマセン  

－戦場と家族をつないだハガキ－ 

 

昭和 19(1944)年、所属する部隊は、日本から５千

キロ南のニューギニア島に渡りました。２月から６

月にかけて、戦地から送ったハガキが家族のもとに

届きました。９通目のハガキを最後に、家族への連

絡は途絶えました。 


